
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 0.2％安と 4週ぶりに反落、今週は上値の重い展開か 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 0.2％安と小幅に 4 週ぶりに反落した。週明け 20 日は前週末の米株安を受けて前週末比 1.8％安と

大幅に続落し、3000ポイントを割り込んだが、21日以降は総じて堅調に推移し、24日は終値で 3000ポイントを回復し

た。12 月 1－20 日の輸出が前年同期比 20％増と好調だったこ

とが好感されたほか、半導体不足が来年に改善され、7－9月期

の業績も想定以上のものになるとの見方から半導体大手のサム

スン電子や SK ハイニックスなどが買われた。新型コロナ変異

ウイルス「オミクロン株」の世界的な感染拡大が続いているも

のの、経口治療薬の承認などを受けて過度な警戒感が後退し、

投資家心理も改善した。今週は大みそかで 31 日が休場となる

ため、4日間のみの取引。年末とあって上値は重くなりそうだ。 

 

【ロシア】 RTS指数は 0.1％高と小幅に 3週ぶり反発、今週も原油相場が焦点か 

先週の動き／今週の展望 

RTS株価指数は週間で 0.1％高と 3週ぶりに小幅反発。週初に下落したものの、欧米株高や原油相場の上昇を好感し、

その後に反発した。新型コロナウイルスのオミクロン株への警戒感を背景とした欧米株安や原油安を受け、週明け 20日

は前週末比 1.6％安と大幅に続落。21－22日に続伸し、22日に

は終値で 1600 ポイントに乗せたが、週後半は対ドルでのルー

ブル安や原油相場の反落を受けてさえない展開となった。ただ、

週間ではブレント原油が 3.6％高と反発し、ルーブルは対米ド

ルで 0.6％上昇した。個別では鉄鋼のセヴェルスターリが 5.0％

上昇し、指数を押し上げた一方、エネルギーのルクオイルが

5.3％、スルグトネフテガスが 2.2％、産金のポリュスが 3.5％下

落し、指数の重しとなった。今週は欧米株や原油相場が焦点か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 0.2％安と 3 週ぶり反落、今週も神経質な展開

か 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 0.2％安と 3週ぶりに反落。高値警戒感が強まる中、主力銘柄が上下に振れる神経質な展開となった。

前週まで続伸し、過去最高値に接近しつつある VN指数は、週明けから 22日までは主力株が高安まちまちとなったもの

の、指数は小幅な振れ幅にとどまった。週後半はやや荒い展開。

幅広い銘柄に利益確定売りが強まった 23 日は前日比 1.4％安

と大きく崩れたが、24 日は押し目買いが強まったことで 1.4％

高と反発した。個別銘柄では食品加工のマサン・グループ 8.6％

高と急騰し、金融のベトコムバンクが 5.1％高、ティエン・フォ

ン・バンクが 3.3％高。一方、金融の SSI証券が 6.6％安、不動

産のビングループが 5.4％安、エネルギーのペトロベトナム・ガ

スが 3.3％安と軟調だった。今週は引き続き神経質な展開か。 
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【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 0.3％安、今週は

29日に 11月の鉱工業生産発表 

SET 指数は週間で 0.3％安と 3 週ぶりに反落。週初の下落が

痛手だった。20日は前週末の NY ダウが下落した流れを引き継

ぎ、前営業日比 1.6％安と続落。ただ、21 日に反発すると、22

日は政府が前日に新たな景気刺激策の実施を決定したほか、中

央銀行が今年と来年の GDP 成長率見通しを上方修正したこと

が好感されて続伸した。23日は特別配当の割り当ての可能性が

浮上したアドバンスト・インフォ・サービスが指数上昇をけん

引したが、24日は利益確定売りで 4日ぶりに反落して引けてい

る。今週は 29日に 11月の鉱工業生産、30日に 10月の小売売

上高が発表される予定。31日は大みそかのため休場となる。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.0％高、今週は 28日に 11月の貿易統計発表 

クアラルンプール総合指数は週間で 1.0％高と続伸。週後半

の上昇が指数を押し上げた。週初の 20日はプレス・メタル・ア

ルミニウムとテナガ・ナショナルが指数下落を主導し、4 営業

日ぶりに反落。21日は米国の強制労働による製品の禁輸措置強

化を受け、ゴム手袋メーカーのトップ・グローブとハルタレガ

が売られて続落した。ただ、22日に世界経済に対する楽観的な

見通しから買い戻されると、23日は引け際の買いが奏功し、終

値で前日比 1.1％高と続伸。24 日は前日からほぼ横ばいで引け

た。今週は 28日に 11月の貿易統計が発表される予定で、前年

同月比の輸出入額はともに 2桁増が続くと見込まれている。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 0.6％

安、今週は 6600ポイント台回復に期待 

ジャカルタ総合指数は週間で 0.6％安と続落。不安定な値動

きが続き、1 週間を通じて 6500 ポイント台での取引と軟調だ

った。週初の 20日は、欧米でオミクロン株の感染が拡大し、世

界経済の先行き不透明感が広がった影響で、指数は反落。21日

は中国株の上昇に連動して反発したが、22日は引け際に売り込

まれて下落した。ただ、23 日に買い戻されると、24 日はオミ

クロン株の感染による重症化リスクが低いとの調査結果が公

表されたことを受けて、前日の NYダウが上昇した流れで続伸

して引けている。今週も国内の経済イベントが少なく、外部要

因が指数を左右する展開か。31日は大みそかのため休場。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は 0.1％

安、オミクロン株の感染拡大懸念で週初に下落 

ストレーツタイムズ指数は週間で 0.1％安と続落。オミクロ

ン株への警戒感による週初の下落が響いた。20日は世界的な株

安に連動して、前営業日比 1.2％安と続落。ただ、21 日に反発

すると、その後はオミクロン株を巡る懸念が後退した効果で、

じりじりと上値を広げた。半日立ち合いとなった 24 日は、11

月の鉱工業生産が前年同月比14.6％増と市場予想を上回ったほ

か、新型コロナの飲み薬への期待などから前日の NY ダウが上

昇した効果で、4 日続伸して引けている。今週は国内の経済イ

ベントが少なく、中国の 12月の公式製造業 PMIを含む外部要

因が意識されそうだ。31日は大みそかのため半日立ち合い。 
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